
項 ⽬ 内 容
名称 サジー、サージ、ウミクロウメモドキ、サクリュウカ [英]Sea Buckthorn、

Argasse、Argousier、Chharma、Dhar-Bu [学名]Hippophae rhamnoides

概要 サジーは、ヨーロッパ、アジア原産のグミ科植物。有刺の落葉性低⽊または⾼⽊
で、2〜5 m程度に⽣⻑する。

法規・制度 ■⾷薬区分
・サージ (サクリュウカ/ラムイノデス) 果実、種油︓「医薬品的効能効果を標ぼう
しない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・サジー果実は、リンゴ酸、酢酸、キナ酸、揮発油、シトステロール、フラボノイ
ド類、ビタミン類 (A、B1、B2、B6、C、E) 、脂肪酸 (リノレン酸、α-リノレン
酸、オレイン酸、パルミチン酸、パルミトレイン酸など) を含み、ビタミンC は
400 mg/100 g含む (PMID:15539258) 。ただし、これらの成分の含有量は植物の
起源、⽣育気候や、製品製造の過程により⼤きく異なる (101) 。

分析法 ・サジー果実中のフラボノイド類を、蒸発光散乱検出器 (ELSD) を装着したCPC
(遠⼼分配クロマトグラフィー) およびHPLCにて分析した報告がある
(PMID:21315362) 。
・サジー果実および果汁中の葉酸をHPLC-MS/MSにて分析した報告がある
(PMID:18278485) 。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=15539258&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=21315362&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=18278485&dopt=Abstract
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循環器・
呼吸器

RCT
・総コレステロール値がやや⾼めの成⼈男性14名 (35〜53歳、フィンランド) を対
象とした⼆重盲検クロスオーバー無作為化プラセボ対照試験において、サジーフラ
ボノール抽出物0.4 g/⽇を4週間摂取させたところ、⾎中脂質 (コレステロール、
TG) 、⾎糖、CRPや抗酸化能に影響は認められなかった (PMID:16968106) 。
・健康な成⼈229名 (試験群115名、平均30.6±8.6歳、フィンランド) を対象とし
た⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、サジー果実28 g/⽇を3ヶ⽉間摂取
させたところ、⾎中脂質 (TC、HDL-C、LDL-C、TG) に影響は認められなかった
(PMID:19288149) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⼗分な情報が⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⼗分な情報が⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⼗分な情報が⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

RCT
・ドライアイの患者96名 (試験群49名、平均45±18歳、フィンランド) を対象とし
た⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、サジー油2 g/⽇を3ヶ⽉間摂取さ
せたところ、涙膜の脂肪酸構成に影響は認められなかった (PMID:21832964) 。
・ドライアイの患者ドライアイの患者100名 (試験群52名、平均45±18歳、フィン
ランド) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、サジー油2 g/
⽇を3ヶ⽉間摂取させたところ、涙膜の浸透圧の増加抑制、⾚みの減少が認められた
が、その他の症状の評価に影響は認められなかった (PMID:20554904) 。

免疫・がん・
炎症

RCT
・健康な成⼈254名 (19〜50歳、試験群127名、フィンランド) を対象とした⼆重
盲検無作為化プラセボ対照試験において、サジー冷凍ピューレ28 g/⽇を90⽇間摂
取させたところ、⾵邪、消化管感染症、尿路感染症の発症リスクや症状の持続期間
に影響は認められなかった (PMID:17593932) 。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⼗分な情報が⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⼗分な情報が⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⼗分な情報が⾒当たらない。

その他 RCT
・透析患者45名 (平均62±14歳、スウェーデン) を対象とした⼆重盲検クロスオー
バー無作為化プラセボ対照試験において、サジー油500 mg×4/⽇を8週間摂取させ
たところ、唾液腺のDNA切断、DNA酸化障害、唾液分泌量、⾎中炎症マーカー (⾼
感度CRP、抗トリプシン、オロソムコイド、⽩⾎球数) に影響は認められなかった
(PMID:23131570) 。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=16968106&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=19288149&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=21832964&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=20554904&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=17593932&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=23131570&dopt=Abstract
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